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令和 2年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 19.福祉避難所管理運営事業

1. 社会福祉費

1. 社会福祉総務費 社会福祉課

（佐倉市）　　

第１章
思いやりと希望にみちたまちづくり 3,439

平成28年度 0

臨時 単独 計画 0 0 0 基本施策１
地域福祉活動の充実 平成29年度 0

平成30年度 0

施策１
人と人とのふれあい、交流があり、ともに支え合う 平成31年度 3,399

まちづくりを推進します 令和 2年度 40

0

40 40

災害時においても安定して通信可能なIP 無線機の通常 福祉避難所の整備・充実を図り、その機能を十分に発揮 高齢者や障害者等の要配慮者が、大規模災害時に福祉避

使用も兼ねた直接必要な通信・電話料。 できるようにします。 難所で必要な支援を受けられるようになります。［IP無線機を使用して

の避難訓練の実施回数…H30実績0回(導入前)、R2目標１回］

大規模災害が発生し福祉避難所が開設された際、

その運営が適切に行えるよう整備充実に努めています。

令和元年度、災害時に福祉避難所と市との連絡手段の確保のため、ＩＰ

無線機を購入します。

11 40 0 40 19 01 01 01 86 00 東日本大震災復興基金繰入金 0 0 3,338 △3,338

差引一般財源 0 40 △3,338 3,378


